
 

（仮称）宮城山形北部風力発電事業の計画段階環境配慮書について 

 

１ 対象事業の概要                                

（１）事業者：株式会社グリーンパワーインベストメント 代表取締役社長 坂木 満 

（２）事業の種類及び規模： 

風力発電所 最大 300,000kW※
（3,000～4,000kW 級風力発電機を 70～90 基設置） 

※環境影響評価法第１種事業（10,000kW 以上）に該当 

（３）事業実施想定区域：尾花沢市、最上郡最上町（宮城県大崎市、加美郡加美町） 

（面積 約 2,890ha：山形県約 385ha、宮城県約 2,505ha） 

（４）関係地域：尾花沢市、最上郡最上町（宮城県大崎市、加美郡加美町） 

 

 

 

 

 

２ 環境影響評価手続きの実施状況及び今後の予定                  

  ○配慮書の公表           ：令和元年６月５日 

 ○配慮書の縦覧           ：令和元年 6 月５日 ～ ７月４日 

 ○配慮書に対する一般意見の受付期限 ：令和元年 7 月 4 日 まで 

 ○環境影響評価審査会の開催     ：令和元年 8 月 20 日 

 ○県知事意見の事業者への通知    ：令 和 元 年 ８ 月 下 旬（予定） 

 （※期限は９月３日まで（配慮書送付の日の翌日から起算して 60 日程度の適切な期間として、事業者が定める期間）） 

資料Ⅰ―１ 

この地図は、測量法第 29 条に基づく承認(平 31 情複、第 75 号)を

得て、国土地理院発行の電子地形図 25000 及び電子地形図 20 万を複

製したものを、一部転載したものである。 


